










株式会社ハイドロエッジ
日本初の液化水素製造プラントとして水素エネルギー社会の早期実現に貢献

国内有数の液化水素製造プラント
当プラントは国内有数の液化水素製造プラントです。液化水素は高圧水素ガスの約12倍の運搬が可能に
なることや高純度という特徴があり、産業用への利用拡大が進んでいます。来たる水素エネルギー社会
に向け、当プラントは液化水素の更なる普及・拡大に向けた大きな役割を担っています。

当社／水素関連製品の強み／特徴

担当部署 技術部 担当者 保井　義典

TEL 072-244-7221 Email giten@iig.iwatani.co.jp

今後の水素需要は、FCV（燃料電池自動車）の普及や水素ステーションの増設など、水素エネル
ギー社会の実現に伴い、更なる増加が見込まれます。当社は液化水素の製造拠点として、安全に努
め、液化水素の安定供給を図ることで、来たる水素エネルギー社会の実現に貢献して参ります。

⃝宇宙産業やエレクトロニクス分野など様々なお客様への液化水素供給を行っています。
⃝国内各地のイワタニ水素ステーション向けに液化水素供給を行っています。
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導入実績／展開事例

今後の事業展開

代表者／平　洋二郎
本社住所／〒592-8331 大阪府堺市西区築港新町3丁1-23
URL／http://hydroedge.co.jp
代表／TEL 072-244-7221
設立／2004年
資本金 ／4億9000万円
従業員数／27名

企業情報

⃝液化水素、圧縮水素の製造、販売
⃝液化窒素、液化酸素、液化アルゴンの製造、販売
⃝液化炭酸ガスの製造

事業内容

2016年11月現在

当社のオンリーワン技術は液化水素の製造方法です。液化水素を製造す
るには、まずLNG（液化天然ガス）の冷熱を利用し、空気から窒素・酸
素・アルゴンの産業用ガスを分離・製造します。更にそこで生産される液
化窒素の冷熱を利用し、原料である天然ガスから水蒸気改質して得た水素
ガスを液化水素にします。このような、2つのプロセスを組み合わせて水
素を液化するのは我が国でも当プラントだけです。

ＬＮＧの冷熱を利用した、高効率の液化水素製造プロセス
当社のオンリーワン技術／サービス
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株式会社KRI
Your Innovation Partner

長年のエネルギー環境分野での経験と技術で、水素の用途・技術調査、水素関連技術（燃料電池、水素発
生、水素分離など）の研究開発から水素関連設備のプロセス設計・フィジビリティスタディまで実施しま
す。またシステムのシミュレーションや、水素による金属、樹脂、ゴム等の劣化解析なども可能です。

材料・プロセス・分析の専門家集団が皆様の課題を解決します
当社のオンリーワン技術／サービス

担当部署 解析研究センター 担当者 伊中　秀樹

TEL 06-6466-4555 Email marc@kri-inc.jp

代表者／住友　宏
本社住所／〒600-8813 都市下京区中堂南町134京都リサーチパーク
URL／http://www.kri-inc.jp
代表／TEL 075-322-6830
設立／1987年
資本金 ／3億円
従業員数／150人

企業情報

⃝材料分野、エネルギー・環境分野を中心とする
　研究開発の受託
⃝分析および試験評価
⃝上記に関わる調査・業務支援

事業内容

調査およびフィジビリティ検討：燃料電池、水素発生源や発生装置、水素用途やその市場の調査、水素
ステーションフィジビリティ検討など
研究開発：燃料電池開発・評価、水素発生装置プロセス開発、水素分離膜プロセス開発、有機ハイドラ
イドプロセス開発、水素貯蔵材料開発など
シミュレーション：BEMSやプロセスシミュレーション等
分析：燃料電池、水素による材料劣化分析・評価（金属・樹脂・ゴム材等）

導入実績／展開事例

クライアント様の要求する燃料電池・水素関連の調査、研究開発、試験評価、フィジビリティスタ
ディを実施いたします。水素ガスおよび各種ガス（水蒸気、アンモニアなど）を流通できる熱分析
装置（上図）を所有しておりますので、各種雰囲気下でも水素の反応挙動を試験できます。
燃料電池や水素設備維持のための劣化評価等も可能です。

今後の事業展開

２０１６年７月現在

水素社会構築を「技術開発、分析、評価試験、シミュレーション」で総合的に支援します
当社／水素関連製品の強み／特徴

当社は、大阪ガスの関係会社として、環境・エネルギーにかかる触媒評価、プロセス開発・エンジニア
リング、腐食防食技術や各種装置開発にかかる評価・設計・分析やトラブル原因究明を実施してきまし
た。また調査やシミュレーションも得意とし、これらに関わる専門家が水素社会実現に向けた皆様の課
題を総合的に支援いたします。
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株式会社西山製作所
試験装置をオーダーメードで作ります。

担当部署 営業部 担当者 中川　博之

TEL 06-6203-0571 Email h.nakagawa@nishiyama-osaka.co.jp

代表者／石田　幸夫
本社住所／〒541-0047 大阪市中央区淡路町2-1-15
URL／http://www.nishiyama-osaka.co.jp
代表／TEL 06-6203-0571
設立／1941年3月25日
資本金 ／1000万円
従業員数／42名

企業情報

⃝理化学機器製造販売
⃝医療関連機器製造販売
⃝特注試験機製造販売

事業内容

ガス会社、自動車関連会社、セラミック製造会社等、多くの納入実績があります。
また、燃料電池に係らず、高温又は高圧での水素雰囲気等の試験装置も手掛けております。

導入実績／展開事例

弊社は試験装置を中心に製作をしており水素を使用した装置を多く製作をしています。今後も新た
な試験装置の開発と製作に取り組んでいきたいと思います。

今後の事業展開

2017年1月31日現在

燃料電池評価装置のカスタマイズ作製
当社／水素関連製品の強み／特徴

弊社は20年以上前から、研究機関、大学と共同しながら、燃料電池の評価装置を作製してきました。現在
は関連した企業様よりご依頼を頂き、作製しております。長年培った、確かな性能と企業様からご提供いた
だいた、安全性と自動化等の付加価値を含んだ、装置をご提供する事が可能です。少人数の企業だから出来
る、柔軟性（短納期、変更対応力）や独創力、顧客様と作り上げる、一体感をご体験ください。

弊社が提供する装置は、カスタマイズ商品になります。お客様が満足できる装置を一
発で仕上げる事が理想ですが、現実にはなかなか難しい事です。実際には初めて装置
を扱う事になりますので、使っていただいてから、使い勝手や利便性の問題、もしく
は企業様の安全対応に規程に（とらえ方の違いや、規程が変わった事によって）抵触
するおそれがある等、納入してからも対応いたします。作って終わりではなく、最後
まで「お客様と共に」の企業です。

作製した後も、対応いたします
当社のオンリーワン技術／サービス
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日鉄住金テクノロジー株式会社
材料にかかわる、あらゆるソリューションを提供します。

水素社会の到来に向けて、着々と開発が進む水素ステーションなどで使用される材料や
機器類は、数十MPa以上という過酷な高圧水素ガス環境に曝されることから、同等な環
境で評価試験を行うことが求められています。当社は、このような過酷な高圧水素ガス
環境での評価が可能な試験設備を、民間ではいち早く導入し、これらのニーズに応えて
きました。

高圧水素ガス環境での材料評価のパイオニア
当社のオンリーワン技術／サービス

担当部署 関西営業所 担当者 松田　恭司

TEL 06-7688-5170 Email matsuda-yasushi@nsst.jp

代表者／岩田 　勝吉
本社住所／〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-7-1
　　　　　　　　　　　有楽町電気ビル北館6F
URL／http://www.nsst.nssmc.com
代表／TEL 03-6870-6970
設立／2013年4月
資本金 ／1億円
従業員数／約3,600名

企業情報

⃝鉄鋼業等における品質保証、研究開発支援
⃝材料・製品の調査・解析・評価・研究開発
⃝環境関連の分析・測定

事業内容

高圧水素関連設備で用いられる材料の適用基準の選定や、実際の機器部品類の評価試験に対応してきま
した。豊富な実績で、条件設定や治具の工夫など、様々な評価試験をご提案いたします。展開事例は当
社HPの「つうしん」のNo.45, 70, 92に掲載しておりますので、「NSSTつうしん」で検索下さい。

導入実績／展開事例

これまで、配管・バルブ・タンクに対する作動耐久試験・作動特性調査では、不活性ガスを用いた
評価しか出来ませんでした。現在、水素ガスが使用出来る試験設備を導入中であり、これにより、
配管・バルブ・タンクに対する作動耐久試験・作動特性調査において、100MPaレベルの高圧水
素ガス環境での評価が可能となります。

今後の事業展開

2016年4月現在

全国の水素関連企業に対し豊富な実績あり
当社／水素関連製品の強み／特徴

当社は、長年にわたる鉄鋼業で培った豊富な経験と知識、最新かつ多彩な試験・分析技術、さらには問
題解決に対する誰にも負けない情熱によって、お客様の機器の安全性向上をサポートします。特に、
「水素脆化」は、鉄鋼をはじめとする材料の重要課題の一つであり、長年の取り組みで蓄積したノウハ
ウが、多くの企業の皆様のお役に立っています。
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2016 年／平成 28 年度

関西における水素関連企業データ集
平成 29 年 3 月発行

発行　経済産業省 近畿経済産業局
編集　一般財団法人大阪科学技術センター

〒 550-0004　大阪市西区靱本町 1-8-4

このデータ冊子は、近畿経済産業局委託事業「平成 28 年度地域中核企業創出・支援事業
（関西から水素社会実現を加速する水素供給システム創出事業）」において作成されたものです。


